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群馬県立高崎商業高等学校 進路指導部

○進路選択は誰もが立ち止まる「壁」だと思います。私自身も高校時代にたくさん悩みました。大事なのは自分は何をしてい

る時が一番楽しいのか、自分らしくいられるのか、やりがいを感じるのかだと思います。人に話すことも大切です。人に話す

ことで、自分を見つめ直すきっかけになったり新しい考えを得たりすることができます。素敵な進路選択ができるよう応援し

ています。

○高校で教わるマナーや礼儀は、大学でも大切です。大学の教授や先輩方だけでなく、アルバイト先の方々に対しても同様で

す。高商は、そのようなことをしっかりと教えてくれる学校なので、しっかり身につけてください。

○親元を離れて一人で生活することは、自分の人生にとってよい経験ばかりです。大学へ行くことで私は本当によい経験がで

きています。自分にとってよい経験ができる道に進めるよう、３年生は進路を決め、１・２年生は辛いことも楽しいこともあ

ると思いますが、後悔がないように頑張ってください。

○高商で学んだこと、得たことは就職しても進学しても必ず活きてきます。辛いときもあるとは思いますが、勉強に部活動に

一生懸命取り組んでください。応援しています。

１．礼儀・マナー・挨拶

大学の教授や職員の方に褒められることもあるそうです。

２．精神力

学校生活で自然に身についていきますね。

３．PCスキル

エクセル、ワード、パワーポイントの作成など。

その他、「積極性」や「前向きに取り組む姿勢」といった

意見もありました。

○学びたいことが学べること

圧倒的に多い意見でした。自分の興味がある分野の

授業を選択できる点が大学の魅力ですね。

○交友関係が広がること

他県出身の人と交流することで、いろいろな地域の

話を聞くことができ刺激をもらえるそうです。

○サークル活動や部活動

○一人暮らしをすることで自分自身を成長させられる

こと

教育実習生による大学説明会

教育実習生に聞いてみました

現在役立っている高商で学んだことベスト３ 大学はこんな所が楽しい♪

進路実現に向けて

高商生へメッセージ

企業訪問報告

「コミュニケーションが取れる生

徒」という言葉をよく聞きますね。具

体的にはどのような生徒なのでしょう

か。

進路指導部及び３学年の先生方が５

月下旬より行っている企業訪問で担当

の方にうかがったところ、「会話の

キャッチボールができる生徒」とのこ

とでした。面接でそういった点を見ら

れているということですね。また、レ

セプション実習や会社見学での様子も

見ているという話もお聞きしました。

これは面接試験だけでなく、様々な場

面で自分のことをアピールできるとい

うことです。

６月１５日（水）放課後、７名の教育実習生による大学説明会が行われました。

「大学と高校の違い」「進学して良かったこと」「高校生活でやっておけばよ

かったこと」などについて話してくれました。参加した後輩たちは、メモを取る

など真剣な様子で聞いていました。以下、説明会に参加した生徒の感想です。

・大学と高校の授業や行事について違いがわかりました。大学への興味が深まり

ました。

・90分授業と聞いて、その長さに驚きました。

・一人暮らしの話を聞いて、大変そうだと思いました。

・検定を一つでも多く取っておけばよかったと聞いて、これから検定取得に向け

て勉強しようと思いました。


